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８- コンソーシアム運営協議会議事録 

2021 年度 第 1 回 コンソーシアム運営協議会議事録 

（１）日 時：令和 4 年 2 月 22 日(火) 15：10－16：15 

（２）場 所：中高部 1 号館 3 階会議室(一部オンライン) 

（３）出席者：運営指導委員 
アクティブ・シティズンシップ研究所(ALEC)代表 
興梠 寛(LABO４アドバイザー兼務) 

LABO アドバイザー 
LABO2  昭和女子大学教授   伊藤 純 
LABO3  昭和女子大学准教授  米倉 雪子 

管理機関 
学校法人昭和女子大学 理事長補佐  保坂邦夫 

昭和女子大学附属昭和高等学校グローカル推進委員会メンバー 
真下 峯子(校長)、岡野内 理恵(高等学校教頭)、粕谷 直彦(中学校教頭)、道川 亜津佐(教
務部長)、渡辺 琴絵(進路指導部長)、藤田 有之(指導・安全部長)、杉村 真一朗(入試広報
部長)、勝間田 秀紀(教育研究主任)、増田 博亮(グローバル担当)、卯城 大(語学カリキュ
ラム担当／英語科科長／LABO 担当)、瀬尾 淳(ローカル担当２年)、佐々木 悠馬(ローカ
ル担当１年)、會川 惠志(グローカルアドバイザー)、小川 諒大(ICT 活用委員長)、 
元吉 正子(事務長)、時田 真由美(委員長補佐)、水谷真理子(記録) 

 

（４）開会挨拶：真下峯子校長 

学校長より、貴重なお時間とご指導をいただくことへの謝意と、探究発表会における一部の通信遅延に

対するお詫びが伝えられた。 

また、指定の最終年度となる地域協働事業を来年度以降にどのように活かしていくべきか、忌憚のない

ご指導ご意見をいただけるようお願いした。 

 

（５）今年度および３年間の取り組みの成果〈報告〉：勝間田秀紀教諭(グローカル推進委員長) 

本構想の最終的なゴールは、「世の光となろう」という本校の建学の精神にも通じるような“グローカ

ル/グローバルリーダー”を育成することである。 

本校では、6 つのスキル(受け取る力、見つける力、考える力、より良くなる力、伝える力、つながる

力)と 5 つの行動目標(アイデンティティの確立、リーダーシップの発揮、寛容と他者理解、チャレンジ

する、グローバルへの関心)を設定し、最終的に生徒が自らのキャリアデザインを構築することを目指

してきた。本事業では特に、都市型社会課題への関わりを軸とした「グローバル・ローカル シチズンシ

ップ」と地域の方々との協働を通じた「ホスピタリティ」とを養うことに注力してきた。 

活動にあたり、世田谷区や世田谷区産業振興公社、昭和女子大学などの力を借りて、地域コンソーシア

ムを構築した。また、本校は海外研修をはじめとした海外大学や高校との連携プログラムに力を入れて

おり、構内には British School in Tokyo や Temple 大学が点在するなど、グローバル意識を育てるのに

は適した環境であるといえる。 
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地域協働事業の具体的な活動としては、サービスラーニングと LABO の 2 本柱がある。以下、それぞれ

の活動について説明する。 

 

①サービスラーニングの目的・成果・課題：勝間田秀紀教諭(グローカル推進委員長) 

サービスラーニングは、地域の課題を具体化し、ボランティア活動を通して提言をまとめ、外部へと

発信する活動である。課題は、ボランティアの活動先を見つけるのが難しいということと、区内在住

の生徒が 30％に過ぎず世田谷区への地元意識が低いということであった。 

そこで、高校 1 年生の前期に「世田谷研究」という自主企画ツアーをおこなうことにした。テーマに

制限を設けずに、世田谷区の魅力や課題を知るための活動をおこない、生徒の地元意識を高めた。そ

の結果、「世田谷区で起きているできごとや課題に興味を持っているか」という質問に対し、世田谷

研究をおこなう前は 68％だった課題意識が 91.8％にまで上昇し、一定の効果を得たと考えている。そ

の上で、高校 1 年生の後期には世田谷区役所の方に来校していただき、地域の課題についてのヒアリ

ング会をおこなった。ワークや座学とボランティア活動とを繰り返しながら、課題を設定することを

高校 1 年生のゴールとした。 

高校 2 年生は、調査やインタビューやボランティアなど、地域課題を解決するための実践をおこな

い、まとめ･提言へとつなげた。活動先を確保するために、世田谷区→産業振興公社→地域学習実施

支援員という、コンソーシアムによる系統だった支援の形をつくり、専門的な見地から団体や活動先

をご紹介いただく支援体制を整えた。それにより、コロナ禍の制限の中でも外部での活動を継続する

ことができたと考えている。以下は、サービスラーニング活動の成果と課題である。 

 

≪成果≫ 

・ボランティアを基本とした社会活動を通じて、地域の一員であるという自覚を促し、自己肯定感や

自己有用感につながった。 

・ロードマップやワークを導入し、生徒用ポータルサイトを構築することで、外部活動の進捗や状況

を教員や生徒が把握してブラッシュアップできるようにした。 

・コロナ禍でも実施できる活動を生徒が模索し、自身で課題解決のアクションを起こしたことは大き

な成果であった。 

 

≪課題≫ 

・企業との連携や活動の持続性が課題のひとつである。後輩に継承し、地域と Win-Win になる活動と

する。 

・ボランティアが単なる体験に終わらないよう、高校 3 年生のキャリアデザインにつなげる。 

 

その他、サービスラーニングにおける生徒の変容について、担当の教員から報告する。 
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②サービスラーニングにおける高校 2 年生の様子：瀬尾淳教諭(2 年学年主任) 

コロナ禍で外部活動がしづらい中、社会の方々とのメールや電話によるやりとりは、生徒にとって大

きな社会勉強となった。休日にオンラインで綿密なミーティングを重ねたグループもあり、困難な中

でも手段を考え、こまめにコミュニケーションをとることで外部活動へとつなげることができた。 

作成物を届けたり、現地で手伝いをするなどのアクションを起こした時に、外部団体にあたたかくご

協力いただいたり、喜んでいただけたことを心から喜ぶ姿がみられた。少しでも地域の役にたてると

いう気づきを持てたことが、生徒たちにとって最も大きなことであったと思う。 

 

③サービスラーニングにおける高校 1 年生の様子：佐々木悠馬教諭(1 年学年主任) 

前期は「世田谷研究」として、自らの関心をもとに世田谷の課題を考察し、後期はテーマ毎にグルー

プを組んで活動をおこなった。コロナ禍ではあったが、既存のボランティアに限らず、近所の清掃や

現地でのインタビューなど地道に活動し、考察するよう指導した。 

サービスラーニング１年目の今年度は、各自の課題を明確化することを目標とした。最終的には各グ

ループが２～５回は外部に出て活動することができ、回を重ねるごとに、電話やメールで積極的につ

ながろうとする社会性を学ぶ姿が見られた。座学だけでなく実行にうつすことで、地域に少しでも貢

献する活動できた。ご協力いただいた地域の皆さまには感謝している。 

 

④LABO 研究の目的・成果・課題：勝間田秀紀教諭(グローカル推進委員長) 

LABO 研究の活動内容は多岐にわたるが、本事業の前に指定されたスーパーグローバルハイスクール

(SGH)から 8 年間にわたり、アドバイザーの先生方にご指導をいただき進めてきた。それにより、専

門的な観点で課題を設定し、研究を進めることができた。海外研修もアドバイザーの先生方にご紹介

いただくことで、他の学校にはない充実した研修内容となっている。この 2 年間はコロナ禍で現地に

行くことはできなかったが、オンラインで海外研修先とのミーティングや海外の高校生との交流をお

こなった。 

研究発表の場が数多くあるのも LABO 活動の特徴である。校内や外部での発表だけでなく、他校や海

外の高校生と一緒にイベントをすることもあり、LABO 研究スキルや表現力の強化につながってい

る。また大学附属校である強みを活かして高大連携を充実させ、大学が主体となって全国の高校生向

けプログラムを実施した。意識の高い全国の高校生が視聴者として講演会に参加し、生徒にとっても

刺激となり学びが深まった。以下は、LABO 活動の成果と課題である。 

 

≪成果≫ 

・LABO 研究の中で生徒が主体的に動く姿が見られた。たとえば、生徒が調査･活動していく中で、

SGH から続く LABO のテーマ自体を変更したいという意見が出たため、検討の結果テーマを変更

するにいたった。前例にとらわれない生徒の主体的な学びが見えた。 
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≪課題≫ 

・課題の設定力や論理的にまとめる力については、更なる指導が必要と考えている。 

 

その他、LABO 活動における生徒の変容について、担当の教員から報告する。 

 

⑤LABO 研究における生徒の様子：増田博亮教諭(グローバル担当) 

４つの LABO によって多少の違いはあるが、アドバイザーの先生方の力をお借りしながらテーマに関

する基礎知識や素養を身に付けた上で個人テーマを設定し、全体像を把握しながら各自が課題を設定

して調査した。各 LABO とも、コロナ禍という通常時とは違った困難のもと活動に取り組んできた。 

海外研修中止の代替案としてのオンライン交流会は、これまでの海外研修成果を深める機会となっ

た。また、世田谷区にある加工会社を通じて、一時的に日本に滞在していたアンコール人材養成支援

機構代表チア・ノル氏にご講演いただいたり、日本に滞在する難民の方と支援団体の方からご講演を

いただくなど、国内外を問わず様々な方の講演会を実現することができた。 

困難を乗り越えるためのステップを考え、仲間と協力して課題解決していく力をつけることができた

と考えている。 

 

⑥活動を通した生徒の意識の変化(アンケート結果から)：勝間田秀紀教諭(グローカル推進委員長) 

外部調査機関(株式会社リバネス 教育総合研究センター)による生徒の意識調査の結果、「協働」の力

が他の学校よりかなり高い数値となった。また、知的関心の対象として「ニュースや社会問題」への

関心度が、活動後に大幅に上昇した。これは、サービスラーニングや LABO 研究など、社会にひらか

れた活動の成果だと考えている。 

 

（６）指導・講評：進行 會川惠志教諭（グローカルアドバイザー) 

LABO アドバイザーの興梠先生と米倉先生には、8 年前のスーパーグローバルハイスクール(SGH)の指定が決

定した時に、タイやカンボジアに生徒を派遣しても安全かを調査する実施踏査の時からご指導をいただいて

いる。また、伊藤先生には地域協働事業の指定 2 年目に、無理をお願いしてアドバイザーを引き受けていただ

いた。アカデミックな取り組みをご指導いただき、心から感謝している。今年度の活動について、そして次

年度以降に向けて、忌憚のないご意見をいただきたい。 

 

●伊藤純教授(LABO②アドバイザー) 

本日は素晴らしい発表を聞いて元気をいただいた。成果発表会の講評の場では良いところを褒めたが、ここ

では改善すべき点についてお話したい。 

勝間田委員長からも「研究スキルが課題である」という話があったが、2 年間生徒を指導して感じたのは、

生徒が身近なニュースやトピックに安易に飛びつきがちだということである。関連文献や先行研究を読みこ

なし、幅広い知見に触れた上で、「何故このようなことが起こっているのか」「それに対してどのような取
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り組みをすべきか」などの自分の論を進めることが、体験と並んで重要だと思う。裏付けや根拠をとった上

で、自分の意見を述べることができるよう、調査研究方法について、量的であれ質的であれ、体系的に学ぶ

べきだと考える。 

外部調査機関の結果によると、「チームで取り組んでいく力」が他校よりも伸びているということなので、

地域の資源はもちろんのこと、学内の資源も是非活用していただきたい。私は「まきこみ力」という言い方

をしているが、上手にまきこむことも大切である。初等部、こども園、大学の研究所、キャリア支援部、女

性研究所、ダイバーシティ推進機構など、役に立ちそうな資源があれば遠慮なく声をかけていただきたい。

前例主義に陥らず、柔軟に活動していただきたいと思う。 

 

●米倉雪子准教授(LABO③アドバイザー) 

LABO3 の発表を聞き、以下の３つの改善点があると感じた。 

１．上級生からの体験を共有すること。 

２．個人研究を更に充実させること。 

３．具体的な活動や行動をおこすこと。 

ジェンダーかるたの制作やフェアトレード商品の販売など、具体的な行動をおこした LABO もあり、LABO

③の生徒からも活動したいという意見もあがったが、そこまでいかなかったのは反省点である。来年度も海

外研修の実施は難しいという見通しなので、日本国内で海外とのつながりを見つけて活動を進めることが大

切である。今年度は、世田谷区でアクリル加工を手掛ける“株式会社友成工芸”を通じて、カンボジアで“ア

ンコール遺跡の保全と周辺地域の持続的発展のための人材養成支援機構”という NGO を展開するチア・ノ

ル氏にご来校いただき、「カンボジアの現状と技術支援」というテーマで講演していただいた。インタビュ

ーや講演を通じて、日本も実は似たような課題を抱えているのだということにも気づいたはずである。 

LABO③はこれまでカンボジアの現地に行くことを中心に進めてきたが、次年度以降は視点とアプローチを

変え、国内でのインタビューや調査活動を、行動や提案にまでつないでいく必要があると感じた。 

リーダーシップに関しては、先輩から受け継いだものを消化し、つなぎ合わせていく姿が見られた。活動の

前後では生徒のリーダーシップが変わったと感じている。例えば本日の発表でも、生徒の発想でクイズ形式

にしたことはすばらしかったと思う。次年度以降は、個人研究についてももう少し指導していきたい。 

 

●興梠寛運営指導委員(LABO④アドバイザー兼務) 

コロナ禍ということもあり、世田谷区内の活動先を探すのに苦労したとのことだが、先生方が活動先を探し

て歩くというのは、実は無理な話である。私が今関わっている国立教育政策研究所で、現在一番力をいれて

いるのは「地域学校共同活動」であるが、そこでよく挙がるキーワードが「コーディネーター」である。 

「地域学校共同活動」とは、教育過程を社会に開かれたものへと変え、地域社会全体をキャンパスにしなが

ら学んでいこうという、文科省が掲げた大方針である。例えば、地域の人々を学校に呼んで話してもらった

り、地域活動へと子どもたちを送り出したり、放課後の遊びや様々な体験を支援していくような仕組み作り

をしている。私は、県の教育委員会などでも講演をする機会があるが、そこでよく言及されるキーワードが
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「コーディネーター」であり、文部科学省は、地域の活動や人材に長けていて学校教育に理解のある方をコ

ーディネーターとして配置することで、先生方の負担を減らすようにしている。その点で、公立校と違って

私立校は恩恵を受けることができないのが課題になっている。つまり、先生が活動先まで探すというのは無

理な話であり、中間支援やコーディネートをしていく仕組みと人材を、どのように構築していくのかという

ことが絶対的な問題なのである。是非、大学のサービスラーニングセンターなどの中間支援機能も活用して

いただきたい。 

LABO 活動では生徒に学習レポートを課していた。設問を設定し、授業に関連した NPO・NGO 活動や米

Ted の授業動画を見た上で小論文を書くよう指導していたが、生徒が書いたものを見ると、自分の考えをき

ちんと述べる力がまだ足りないと感じている。以前はタイの環境問題など、個人研究に関する関連文献など

を紹介して指導していたが、今年度はそこまで及ばなかった。個人研究の評価については、もう少し力を入

れるべきだったというのが反省点である。ただし、生徒にプレゼンテーションをさせてみたら、論文の読み

込みやデータ活用などが思ったよりはできていて、たいしたものだと思った。その辺を褒めながら、関心を

もって考えを述べられるよう指導を進めていけばよいと考えている。 

最後になるが、私は高校生を毎年 200 人集めて、熊本県で国際ボランティアワークキャンプをおこなってい

る。文部科学省にも支援していただき、もう 16 年目となった。去年とおととしはオンラインでの開催とな

ったが、企画・立案・運営の全てを高校生がおこない、大きな力をつけて全国に散っていく。是非このボラ

ンティアワークキャンプにも参加していただければと思う。他校の生徒と交流するととても大きな刺激を受

けるので、どんどん他流試合をさせるとよいのではないか。 

 

●保坂邦夫理事長補佐(管理機関) 

興梠先生の話にもあったコーディネーターと活動先について、簡単に紹介させていただきたい。地域協働改

革推進事業の採択校は、管理機関が教育委員会で実施が公立高校というパターンがほとんどであり、地域と

のつながりがすでにある状態で３年間の事業が始まる。私学である本校は、そのようなつながりが希薄な中

で活動が始まった。高校と地域の関連性がない状況で、管理機関が世田谷区や世田谷振興公社などの関連し

た場所を訪問して、高校での講演会や生徒の受け入れをお願いした。 

世田谷区の担当者は、仕事として地域の課題に関与し、発信にも取り組んでいるが、高校が何を求めている

のか、何を話してほしいのか、どこまでやって良いのかということが分からないとのことであった。そこ

で、講演会や生徒を受け入れていただく前に、管理機関が出向き、探究活動の意義や活動内容などの細かい

説明をおこなった。 

今後も、地域の方々と活動をおこなう際には、それがどのような意味を成すのか、どのようなことを求めら

れているのかをお互いに理解し、確認しながら実施する必要がある。特に探究活動は、地域で仕事を担うだ

けでなく、自分なりの解決方法を提案することが最終目標だということを説明することが重要である。 

来年度以降は指定も終わり、管理機関として訪問することはできないので、今あるつながりも大切にしてほ

しい。 
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●會川惠志教諭(グローカルアドバイザー) 

興梠先生がおっしゃった「指導要領が社会にひらかれた教育課程へと変わった」という点は重要である。

地域協働事業の指定は今年で終わるが、カリキュラムについては今後も取り組まなければいけない最重要

課題である。学校の仕組みをどのように変えていくべきかアイデアをお聞きしたい。 

 

●伊藤純教授(LABO②アドバイザー) 

やはり、中間支援組織とうまく連携することが大切だと思う。産業振興公社との連携が強いとのことだ

が、世田谷区の保健福祉部には高齢者や障害者を含めた活動についても相談できる。また近隣には社会福

祉協議会や男女共同参画センターなどもあるので、生徒も参加して積極的に話し合う機会を持ち、ネット

ワークを作っていくことが有効なのではないか。教員が全てを設定するのではなく、生徒参画型で進めて

いくのが良いと考える。 

 

（７）閉会の言葉：岡野内理恵高等学校教頭 

先生方にいただいた貴重なご講評とご意見を、今年度のまとめと来年度からの探究活動にどのように結び付

けるか校内でもじっくり考え、来年度を迎えたい。今日は長きにわたりご指導いただき、ありがとうござい

ました。 

以上 
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９- 活動のまとめと成果 
 
（１）今年度の目標進捗状況・成果 
 
目標 1 ＝いま世田谷区が直面する課題に敏感になり社会的・倫理的責任感、人間性を育成し、コミュニティと積極

的に関わろうとする人材を育成する。 

・今年度の本校事業のうち、サービスラーニングにおいて地域での活動に参加した人数は 242 人で、高校 1・2 年

の 100％の生徒が活動を行った。これだけにとどまらず、事業の対象となる本科コース以外（グローバルコース

やサイエンスコース）でも 69 名が地域課題を考える取組み、地域での活動を行った。この人数は事業対象外の

高校 1・2 年生のおよそ 60％にあたり、学校全体で世田谷区やその抱える課題に目を向ける生徒が増えている。 

 

・外部調査機関の株式会社リバネス 教育総合研究

センターによる探究指標調査における本目標の該

当項目は資料１の通りで、中学段階と比較して協

働的な姿勢、外向的な姿勢に対する自己評価が上

昇している。特に「積極的・外向的な行動をと

る」の項目は、リバネス 教育総合研究センター

の同じ評価を実施した他高校の平均が 13.3％と低

い値の項目で、地域での活動の成果が大きく表れ

ていると言え、地域への志向性と合わせて、生徒

が積極的な姿勢で地域課題に向かっている様子が

うかがえる。 

 

・世田谷研究を高校 1 年前期に設置したことで、サ

ービスラーニング開始時の地域への関心度におけ

る肯定的な解答率が 68％から 91.8％と飛躍的に

高まった(右資料２参照)。区外からの生徒が多い

本校では以下に生徒の関心を世田谷区に向けてい

くかが課題だったが、生徒の地域への関心拡大

に成果を見出すことができた。 
 
・LABO 研究は、新型コロナウイルス感染拡大の

影響で海外研修旅行が実施できなくなって以降は

地域での活動に注力した。資料 3 は LABO 研究選

択者の地域への関心を聞いたものであるが、対象

生徒の地域への志向度を見ると、地域課題に積極

的に興味を持とうとしている生徒を大きく増加さ

せることができた（資料３）。  

強く感じる

20.4

感じる, 71.4

あまり感じない 7.7

感じない, 0.5

強く感じる

21

感じる, 47

あまり感じない, 30

感じない, 4

世田谷研究実施前 世田谷研究実施後 

資料２ サービスラーニング選択者プレアンケートより 
Q.世田谷区で起きているできごとに興味を持っていますか。 

資料１ 株式会社リバネス 教育総合研究センターによる探究活動評価（抜粋） 
 
 

強く感じる

3

感じる, 

40あまり感じ

ない 51

感じない, 6

強く感じる

40

感じる, 

55

あまり感じない 3.8 感じない, 0

資料３ LABO研究選択者アンケートより 
Q. 身近なところでおきている出来事や課題に興味を持ったり理解しようと

していますか？ 

指標 中学 高校

積極的・外向的な行動をとる 18.40% 35.6% ↑

分かった事や発見した事が、どんな人や

問題の解決に役立つか考える
38.60% 51.9% ↑

学校内外の人の力や知識を借りる 36.90% 53.1% ↑

（中学 ｎ＝614 高校 ｎ＝478） 

（ｎ＝188） 

2019年度 LABO選択者（ｎ＝33） 2021年度 LABO選択者（ｎ＝27） 
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目標２＝社会的な人材育成を行う探究活動プログラムを体系的に構築し、論理的に物事を考える能力を育成する。 
・生徒による自己評

価では、「スキル

と行動目標」の因

子で見ると、情報

収集などに関わる

「見つける」が 

LABO「74％→96％」、１年「76％→86％」、２年「87％→93%」、論理的な思考力に関わる「考える」が

LABO「87％→99％」、１年「79％→86％」、２年が「89％→93％」、プレゼンテーション力に関わる「伝え

る」が LABO「65％→88％」、１年「64％→76％」と、探究的なスキルの自己評価では活動前後で漸増している

（資料４）。個別の項目でもスキルの成長実感が増加している。特にまとめと発表の段階となる高校 2 年生や外

部発表の機会に恵まれた LABO 研究では、機会の増加とともに成長実感も向上していることがわかる（資料５） 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

  

強く感じる

11

感じる, 

49

あまり感じない

35

感じない, 4 強く感じる

15

感じる, 

54

あまり感じない

29

感じない, 2

資料 5 探究スキルに関わる生徒の自己評価の変化 
Q. 収集した情報や自分の考えを相手にわかるように論理的にまとめることができる。（高 1 ｎ＝106 高 2 ｎ＝109） 

１年プレ               １年ポスト                    2年プレ               2年ポスト 

強く感じる

19

感じる, 

63

あまり感じ

ない 16

感じない, 4

強く感じる

28

感じる, 

60

あまり感じ

ない 12

感じない, 3

強く感じる

8

感じる, 

45

あまり感じない

45

感じない, 2 強く感じる

16

感じる, 

54

あまり感じない

27

感じない, 3

強く感じる

31

感じる, 55

あまり感じない

14

感じない, 1

強く感じる

39

感じる, 50

あまり感じ

ない 10

感じない, 3

Q. コンピュータやプレゼンソフトを用いてわかりやすく説明したり表現することができる。（高 1 ｎ＝106 高 2 ｎ＝109） 

１年プレ              １年ポスト                     ２年プレ               ２年ポスト 

強く感じる

21

感じる, 48

あまり感じない

7

感じない, 1

強く感じる

44

感じる, 55

あまり感じ

ない 1

感じない, 3

強く感じる

39

感じる, 

59

あまり感じない

2
感じない, 0

強く感じる

48
感じる, 

50

あまり感じない

2

感じない, 0

Q. 研究の成果や調べた内容などを考慮して物事を考えることができる。（高 1 ｎ＝106 高 2 ｎ＝109） 

１年プレ              １年ポスト                     ２年プレ               ２年ポスト 

50
60
70
80
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見つける 考える 伝える

LABO（ｎ＝27） 

50
60
70
80
90

見つける 考える 伝える
50
60
70
80
90

見つける 考える 伝える

資料４ 因子別スキル向上実感調査 

１年サービスラーニング（ｎ＝95） ２年サービスラーニング（ｎ＝93） 
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・リバネス 教育総合研究センターによる探究調査のなかで目標 2 に該当する項目は以下の通りである。地域課

題解決策の実践をゴールに探究のサイクルを回しながらプログラムを進めるなかで、生徒の中で探究的な姿

勢やスキルが育っている意識が芽生えていることが読み取れる。 
 

 

指標 中学 高校 （参考:他高校平均） 

問いを立てたり、自分が明らかにした

いことが何かを見つける。 
35.7% 52.7% ↑ 35.3％ 

独創性のある自分ならではのアイデア

を考える。 
35.3% 49.7% ↑ 34.7％ 

分かったことや発見したことをわかる

安く発表する。 
36.2% 48.7% ↑ 33.1％ 

 
・しかし、コンソーシアム委員会では、LABO 研究の指導顧問から「先行研究」に対する調査の甘さを指摘さ

れている。今回の因子分析の結果も合わせて、生徒の伸ばすべき点、必要なスキルをしっかりと共有し、生

徒の探究に反映していく体制づくりが急務である。 

 

目標３＝グローバルな取り組みと地域探究など諸活動をクロス
化させることによって探究活動の質の高度化をはか
り、総合的な学ぶ力を育成する。 

・SDGs や探究スキル開発を軸として進める探究活動と各教

科との内容・方法を横断する授業は、海外研修実施時に

は、社会科の「SDGs 開発教育実践集」をもとに、中学でも

実施して中高の活動のクロス化を進めた。2021 年度は海外

研修が中止となった高校 1 年の研修日であった期間に設定

し、大規模に実施することができた。 

 

・高大接続による大学主催のグローバル講演会を 2 年目から開始した。感染症が拡大して以降はオンラインミ

ーティングを用いて実施した。 大学主催によるオンラインミーティングは、通常のように高校で生徒を対

象に行うものよりも規模やミーティングの上限数を多く設定することが可能であり、事業や学びの普及とい

う点で非常に有効であると感じた。 

国境なき医師団によるワークショップでは、本校生徒は自由参加で 151 名、オンラインであったものの、

多くの生徒が参加していた。全国の高校生にも呼びかけを行った結果、国境なき医師団の活動に興味のある

高校生が全国から多数参加しており、質問も活発に行っていた。そうした積極的な生徒と交流を持ったこと

が本校の生徒にも刺激となっていた。 

  

資料６ 株式会社リバネス 教育総合研究センターによる探究活動評価（抜粋） 
 
 

（中学 ｎ＝614 高校 ｎ＝478） 
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資料 7 グローバルプログラム 大学主催グローバル講演会（3 年間） 
演題 日時 講演者 参加数 

CM炎上から見るジェンダーバイアス  2020/11/24 白河桃子（少子化ジャーナリスト） 265 名 

プレゼンテーションの仕方  2020/12/14 
佐々木順子氏（安川電機/三井住友
信託銀行取締役 元マイクロソフト
執行役） 

36 名 

国境なき医師団によるワークショップ① 
  国際人道援助に挑戦する理由  

2021/2/13 
村田慎二郎氏（国境なき医師団日本 
事務局長） 

151 名 
+外部
高校生 

国境なき医師団によるワークショップ② 
看護師が語る紛争地のリアル。自分
だったかもしれない世界  

2021/3/13 
白川 優子氏（国境なき医師団 看護
師/リクルーター）  

151 名 
+外部
高校生 

JICA国際協力出前講座① 
   カンボジアでの経験から 

2022/1/25 
大橋恵美氏（元青年海外協力隊員、
助産師） 

280 名 

JICA国際協力出前講座② 
   ミャンマーでの経験から 

2022/1/25 
児玉久美氏 （元シニア海外ボラン
ティア隊員）   

260 名 

 

・ユネスコスクール講演会は本校のユネスコスクール担当が SGH の頃から続けている講演であるが、緊急事態

宣言やまん延防止等重点措置が採られるなかで、これまでのノウハウを生かして活動を継続することができ

た。しかし、地域（世田谷区）にゆかりのある方でグローバルに活躍している人材の開拓が進まなかったのが

課題である。地域と世界とをつなぐ人材は LABO 研究で LABO ごとに開拓を進めることができたが、生徒全

体に有用な講演を設定するところまでには至らなかった。コンソーシアムを活用し人材の開拓に努めたい。 

資料 8 ユネスコスクール講演一覧（3 年間） 
演題 日時 講演者 

使う責任、捨てる責任（プラスチックごみ問
題） 

2019/10/25 照屋枝里子氏（テラサイクル環境教育担
当） 

SDGs と国連 ～SDGs すごろく Go Goals で遊
ぼう～ 2019/11/15 千葉 潔氏（国連広報センター） 

カードゲームで学ぶ SDGs 2019/12/13 寺島智義氏（未来創造サポート） 
途上国に出会って僕の人生は変わった 2020/2/14 杉谷 遼氏（very50 統括マネージャー） 
プラスチック汚染と気候変動---わたしたちに
今、できること 2021/5/4 校内委員会による独自企画 

「ごみゼロ宣言」徳島県上勝町 大塚桃奈さんの
挑戦---私たちに今できること 2021/8/15 

大塚桃奈氏（BIG EYE COMPANY チ
ーフ・エンバイロンメンタル・オフィサ
ー） 

世界の中の自分を探る---デンマークとガーナで
の体験から日本人としての自分を考える 2021/12/23 有澤和歌子氏（Denmark 株式会社） 

オーロラと宇宙シンポジウム特別回「太陽から
吹く風と磁石惑星」 2022/2/27 

松岡 彩子 氏（京都大学大学院理学研究科
教授、地磁気世界資料解析センターセンタ
ー長） 

 
・LABO 研究ではコンソーシアムと連携して世田谷区内での提言や実践、企業・団体訪問など重点化し活動に

取り組んだ。因子分析を見ると、LABO の地域への関心度を大いに向上している。実践例としては LABO2 で

は活動の成果物（ジェンダーかるた）の改善・普及を行った。  
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・高校 3 年生の「Showa Career Vision」はクラス単位の活動とした。高校 2 年まで異なる活動を行っていた生

徒たちが集まり、学びの振り返りと共有を行うことは、成長実感を高めるだけでなく、お互いの経験を交差

して学ぶ機会となった。 

 
目標４＝生徒の中に、地域のためにより有益な行動をしようとする意識を涵養していくために、恒常的な産官学連

携・地域連携コンソーシアムを形成する。 

・生徒が何らかのアポイントをとりボランティアや活動実践に協力いただいた区の団体数は下の表の通りで、

コンソーシアムによる活動先の紹介、探究活動の体系的なカリキュラムが確定するにつれ大幅に増加し目標

値を大きく超えることができた。 

事業を進めるなかで、学校の活動を一方的にお願いする形ではなく、地域と学校が win-win の関係を構築で

きることが、地域協働学習の進展に繋がると考え、コンソーシアムと学校との結びつき、地域協働学習コー

ディネーターと管理機関との結びつきを強化し、コーディネーター・管理機関を軸にコンソーシアムの役割

分担を明確化した。その結果、地域協働学習実施支援員をグループテーマごとに依頼することができ、より

専門的な人材かつ生徒の要望に沿った人材を配置することができた。コロナ禍であっても何らかの実践を通

じて区内の団体・企業と関わることができたのは、支援員の専門的な支援によるところが大きい。生徒だけ

では難しい、地域課題把握のための活動開拓や地域の人材・団体の掘り起こしが、支援員の専門的な支援に

よりスムーズに進めることができた。（表 3） 

資料 9 目標設定シート（アウトプット指標）より 

指標 2019年度 2020年度 2021年度 目標 

地域での活動参加・実践協力団体数 59人 16団体 85団体 10団体 

 
・今年度の成果発表会には世田谷区や生徒の活動先などに呼びかけ、2 年生の４つの大テーマそれぞれに 2 団

体以上を招聘し、生徒発表と成果の共有を行った。オンライン実施ということで今回は上手に進めるとこ

ろまでには至らなかったが、今後は外部関係者による総括的評価を行えるように整備していきたい。活動

途中での形成的評価は生徒グループへのアドバイスの機会を設けるなどして行ったが、これも外部の協力

団体に負担をかけないで、より効果的に行っていただけるよう改善を進めたい。 

 
・サービスラーニングで生徒が最も難しかったのは、協働できる地域団体の開拓であった。この点は「世田谷

研究」の導入と、コンソーシアムを構成している世田谷区産業振興公社の協力のもとで大きく改善でき

た。サービスラーニングで世田谷区でのボランティア等の地域活動に取り組んで生徒数は、コロナ禍で外

部活動が制限された中でもその数を減じることなく、活動を継続することができた。 

資料 10 目標設定シート（アウトカム指標）より 

指標 2019年度 2020年度 2021年度 目標 

地域での活動に取り組む生徒数の変化 141人 228人 242人 150人 

 

今後は、生徒の活動内容の深まり度合を高めていきたい。3 年間の活動のなかでは、世田谷区のオリンピッ

ク関連イベント企画会議への参加プロジェクトを恒常的なプロジェクトとして立ち上げた。コンソーシアム主
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体で活動を考案することで、生徒の希望と地域のニーズ双方に合った内容を考案することができた。世田谷区

のオリンピック関連イベントは、感染状況の拡大等で中止となってしまったが、若者の意見を採り入れたいと

いうことで、高校生として唯一企画会議に参加を許可された。コンソーシアムの協力なくしては実施できない

企画であった。 

地域によるプロジェクト設立は地域と学校双方に非常に有効であった。地域の商店街の支援・課題解決アク

ションなどを生徒グループ単位（1 年単位）ではなく、長期的なスパンで考案実践し、活動を下の学年に引き

継ぐことで、アプリ開発など単年度では難しいようなアクションの考案・実践をすすめ、地域での活動をより

深いものにしていく事ができると考える。こうしたプロジェクト型サービスラーニングの提供と、活動を継承

していく仕組みをコンソーシアム主体で整えていきたい。 

 
（２）教育課程の研究開発状況と生徒の変化 

ア. 高 1 前期に世田谷区を知る調査研究基礎、高 3 で活動から得た学びを振り返りキャリアデザインを構築す

る進路探究を配置し、教材開発を行った。地域の課題への理解促進と地域課題の自分事化によって、自分

の将来につなげていく流れができ、3 年間を無駄なく用いた系統的な探究プログラムを構築することがで

きた。また、コンソーシアムを活用し、生徒と地域との活動のマッチング、活動考案のための関係構築、

活動実践のための地域団体のコンサルティングを緊密な連携の下で進めることができた。また、併設大学

の企画による高大連携の取組みを実施したが、今後もその方向性で大学の協力を求めるとともに、大学の

サービスラーニング専門施設(コミュニティサービスラーニングセンター)を高校生向けに開放し、活動先

の充実の役立てる取り組みも進めたい。 

一方で、授業のあり方については、教科横断型授業開発や SDGs 開発授業等を実施したものの、海外研

修が中止となったこともあり、学校全体の取組みという点では不十分な部分があった。講義形式の授業も

まだまだ多く、探究とリンクする生徒の主体的・対話的な深い学び合いを促す授業の実施を働きかけるこ

とによって探究活動への理解と授業観の転換を進めていきたい。 

 

イ. 本事業の構想では、「『社会課題』への関わりを軸に、グローバルな視点とローカルな視点を備えた世の

光となれるグローカル人材」、「他者との協働を通じて、主体的に課題の解決に向かう責任感と意欲あふ

れる人材」と位置付け、段階的なプログラムを通じて、他者との協働、責任感、ローカル・グローバルへ

の視座、キャリアデザイン力等を育てることを目標にしてきた。各種指標からは、こうした力が伸長した

ことがうかがえる。 

資料 11 生徒プレポストアンケート結果より 

指標 高 1 プレ 高 1 ポスト 高 2 ポスト 

より良くなる力（キャリアデザイン力・向上心など） 66% 72% 89% 

世界や地域の出来事への関心を持とうとする 70% 79% 81% 

責任感を持ち、リーダーシップを発揮しようとする 70% 80% 80% 

 

ウ. 生徒の成長を見るために用いた、６つのスキル指標・５つの行動目標（マインドターゲット）の指標はプ

ログラムの効果把握とその改善に非常に有効であった。今後も継続的に活用し、生徒の学びが一過性のも

のにならないよう、引き続き工夫したい。11 の指標を用いた分析は、学年で成長できた部分、伸びが足り

（高 1 ｎ＝106 高 2 ｎ＝109） 
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ない部分が 6 年間同じ項目で把握できるため、継続的な運用は不可欠であると考える。 

また、各スキル・ターゲットのリフレクションを生徒が文章でまとめるようにして、自己の学びや成長

を自らの言葉で意識できるようにしていきたい。毎時間の探究活動の最後には自らの学びをポートフォリ

オにまとめ、蓄積するようにする。この振り返りはGoogle classroomなどを活用して、中学から６年間蓄

積して振り返られるようにし、生徒自身の成長実感につなげるようにしていきたい。  

 

エ. 活動を通じた生徒の変容 

高校 2 年生の「LABO 研究」「サービスラーニング」それ

ぞれ 2 年間の活動での生徒の意識の変化に目を向ける。 

活動開始時から比較すると、構想調書の目標１に関わる

「地域への関心」「つながる」などの指標で大きく向上が見

られた。研究活動を通じて６スキルの多くが向上できてい

る。特に LABO 研究では事業開始当初の文部科学省ヒアリン

グで、地域での活動を行うよう指摘を受けて改善を加えた部

分であるが、コロナ禍で地域での活動に重点化した事も加わ

り 2021 年の指標が大きく増加した。 

 

目標２に関わる「見つける」「考える」「つながる」「よ

り良くなる」の指標ではいずれも増加が見られた。中高６年

間で段階的な資質・能力開発のための系統的な探究プログラ

ムを開発しており、高校では 2 年間で探究のサイクルを 2 回

以上回せるよう教材・テキストを作成し、座学の活動として

進めた成果の一端が現れたと言える。 

 

自己評価のうち、「強く感じる」の項目のみに着目する

と、「考える」「チャレンジ力」などの指標の伸びが他と比

較して大きい。サービスラーニングでは高校２年次に地域で

の実践活動を設定しているが、この点が起因していると思わ

れる。地域でのアクションを行う活動が、チャレンジする力

やより良い方法を考える力などの向上につながっていると考

えるため、次年度の実践時にも強く意識させたい。 

一方で、もともと高い項目を除けば、LABO では「伝える」「リーダーシップ」、サービスラーニングで

は「つながる」の項目の伸びが鈍化している。「伝える」は LABO の成果のところでも述べたが、高校１年

の段階で機会に恵まれている点からであると推察できる。「リーダーシップ」については LABO 設立時の目

標となっている部分なので、この指標が伸びない点は大きく改善が必要である。LABO 研究は少人数の閉じ

た活動になることが多いので、サービスラーニングや他の活動と内容や発表をクロスさせ、学校の研究を引

っ張る存在であることをより意識させる手立てが必要である。  

高 2 SL 肯定的評価の経年変化 
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資料 12 

高 2 SL 強い肯定評価の経年変化 
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（３）今後の課題・改善事項 
ア. 校内体制の整備と拡充 

教務部研究科主任を委員長とするプログラム開発チームを校内に組織。人材育成像と探究活動の企画・統括を

担当した。組織内にＧＰ担当（グローバルプログラム）とＬＰ担当（ローカルプログラム）を配置し、各種プ

ログラムの開発を行った。 

本研究開発では、生徒の主体性・多様性・協働性、思考力・判断力・表現力といった「探究」活動に必要な能

力を伸ばすため、国内外で様々な体験を積みながら社会の課題を発見し、自分で解決策を考えさせることを目

標とした。全教員がこの育成像を共有し、各学年・各教科で身につけるべき能力を意識した指導をすることが

重要と感じた。各教科の授業と探究活動の連携が必要で、校内におけるグローカル活動の位置づけが課題とな

った。 

今後は各教科の科会、学年会を通じて全教職員が連携し、横断的かつ全校的なプログラム開発ができるように

校内体制を充実させる。また、中高一貫校の特長を活かして中学３年生を導入期と定め、生徒の探究活動を充

実させることも計画する。 

さらに、多くの教員がＧＰ・ＬＰ担当を担当して生徒指導を体験することで、実践から探究活動の意義と学習

成果の向上を学べるようにプロジェクト活動を充実させたい。 

イ. 継続的なコンソーシアムの運営 

本事業で構築したコンソーシアムとの連携は継続する計画である。世田谷区と併設大学は包括協定を締結し、

地域協働活動が盛んであるため、高校生の受け入れにも協力的である。 

世田谷区は少子高齢化や環境問題など、現代的な課題を抱えている。このような解決の住民とともに取り組む

ことで、学んだ知識の活用法を体験的に学ぶことができると考えている。 

区内には地域学習支援員となる専門職やＮＰＯ法人活動員など、人材も豊富である。生徒の関心に応じて様々

な分野の支援員を用意できる。活動の充実には地域との協働が欠かせない。 

また、本校はこども園、小学校、中学校、大学、大学院、ブリティッシュスクール、テンプル大学と同じキャ

ンパス内に校舎が並んでいる。学校間で連携することで、グローカルプログラムをさらに発展させることが可

能である。今後は学校間に協働プロジェクト活動も検討したい。 

本事業で大学との連携を強化した。世界の動向や生活文化、途上国問題などを大学の研究者から学び、ソーシ

ャルデザインの視点、地域活動法などの実践力も身につけることができた。 

最近２年間はコロナ禍で中止となったが、大学教員や専門家が計画する海外研修・視察旅行も新たにプログラ

ム化することができた。 

高校教育に産学地域が加わることで、様々な可能性を拡げることが出来たと考えている。 

一方で、高校は教室での授業が中心で地域との窓口がない。担当者または担当部署を配置することが急務であ

る。グローカル活動と教科学習が連携できるように教務部内での担当が望ましいと考えている。校内組織体制

の改善が必要である。 

多様な人材を招聘して地域連携指導委員会を構築したため、世田谷区と私立学校の連携は難しくなかった。委

員から世田谷区や世界の現代的課題を眞井、先進的な取組を知ることができた。 

来年度以降の予算も計上しており、これまでの活動実績によりコンソーシアムは継続・発展できると確信して

いる。  
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10- 生徒の成果物 
 

（１）LABOプレゼンテーション資料 

■LABO１プレゼンテーション資料（英語版） 

LABO① 全校発表会 プレゼンテーション資料 
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■LABO４プレゼンテーション資料（日本語版） 
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■LABO４プレゼンテーション資料（英語版） 
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（２）サービスラーニング プレゼンテーション資料 

■ サービスラーニング：動物愛護（１年生） 
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■ サービスラーニング：フードドライブ（１年生） 
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■ サービスラーニング：スマホ・SNS（２年生） 
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■ サービスラーニング：動物愛護（２年生） 
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2022年 2月 20 日 朝日新聞 
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2022年 3月 23 日 全私学新聞 
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